
                                                                          

                      

自自
分分
でで
はは
理理
にに
適適
わわ
なな
いい
ここ
とと
をを
しし
てて  

てて
もも
、、
大大
人人
にに
対対
すす
るる
理理
想想
像像
はは
しし
っっ

かか
りり
とと
持持
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
大大
人人
はは
、、
言言  

っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
とと
行行
動動
とと
がが
伴伴
わわ
なな
けけ  

れれ
ばば
、、
大大
いい
にに
疑疑
問問
視視
ささ
れれ
まま
すす
がが
、、  

成成
長長
途途
上上
にに
ああ
るる
子子
どど
もも
にに
はは
、、
まま
まま  

見見
らら
れれ
るる
ここ
とと
でで
すす
。。  

  

以以
前前
、、
子子
どど
もも
たた
ちち
がが
大大
人人
にに
望望
むむ  

ここ
とと
のの
順順
位位
をを
目目
にに
しし
たた
ここ
とと
がが
ああ
るる  

のの
でで
すす
がが
、、
タタ
イイ
トト
ルル
そそ
のの
もも
のの
。。  

「「
善善
人人
でで
ああ
るる
ここ
とと
」」
そそ
しし
てて
、、「「
良良
いい  

行行
いい
をを
すす
るる
ここ
とと
」」
がが
圧圧
倒倒
的的
にに
多多
かか  

っっ
たた
のの
でで
すす
。。「「
子子
どど
もも
をを
侮侮
らら
なな
いい
」」  

とと
はは
、、
よよ
くく
言言
わわ
れれ
るる
ここ
とと
でで
すす
がが
、、  

彼彼
らら
はは
よよ
くく
分分
かか
っっ
てて
いい
るる
なな
とと
、、
頼頼

しし
くく  

                

もも
しし
くく
感感
じじ
まま
しし
たた
。。  

  

子子
どど
もも
たた
ちち
はは
、、
大大
人人
にに
はは
当当
然然
、、  

大大
人人
でで
ああ
るる
ここ
とと
をを
望望
んん
でで
いい
まま
すす
。。  

そそ
れれ
はは
、、
生生
きき
るる
上上
でで
良良
きき
模模
範範
とと
なな  

るる
大大
人人
のの
姿姿
でで
すす
。。
子子
どど
もも
たた
ちち
のの
身身  

近近
にに
いい
るる
大大
人人
のの
一一
人人
とと
しし
てて
、、
自自
己己  

内内
省省
のの
日日
々々
でで
すす
。。  

  

心心
がが
変変
わわ
れれ
ばば  

  

態態
度度
がが
変変
わわ
るる  

  

態態
度度
がが
変変
わわ
れれ
ばば  

  
  
  
  
  

行行
動動
がが
変変
わわ
るる  

  

行行
動動
がが
変変
わわ
れれ
ばば  

  
  
  
  
  

習習
慣慣
がが
変変
わわ
るる  

  

習習
慣慣
がが
変変
わわ
れれ
ばば  

  
  
  
  
  

人人
格格
がが
変変
わわ
るる  

  

人人
格格
がが
変変
わわ
れれ
ばば  

  
  
  
  
  

人人
生生
がが
変変
わわ
るる  

  

子子
どど
もも
たた
ちち
のの
喜喜
ぶぶ
顔顔
、、
悲悲
しし
げげ
なな  

表表
情情
、、
はは
じじ
けけ
るる
笑笑
いい
声声
、、
真真
剣剣
なな
眼眼  

差差
しし
、、
怒怒
っっ
たた
顔顔
、、
全全
てて
をを
受受
けけ
止止
めめ  

明明
日日
にに
繋繋
げげ
まま
すす
。。  

  

  

皆皆
様様
かか
らら
のの
誠誠
実実
なな
言言
葉葉
やや
ごご
支支
援援
、、  

本本
当当
にに
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。  

おお
健健
やや
かか
にに
改改
暦暦
なな
ささ
いい
まま
すす
ここ
とと
をを  

衷衷
心心
よよ
りり
おお
祈祈
りり
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。  
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先先
人人
のの
教教
ええ  

「「善善
人人
でで
ああ
れれ  
そそ
しし
てて  

良良
いい
行行
いい
をを
しし
なな
ささ
いい
」」  

校校
長長  

  

市市
川川  

美美
紀紀
子子  

  
  

師師
走走
とと
はは
よよ
くく
言言
っっ
たた
もも
のの
でで
すす
。。
本本  

  

校校
でで
もも
教教
職職
員員
がが
至至
るる
所所
でで
走走
りり
回回
っっ
てて  

いい
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
子子
どど
もも
達達
もも
三三
年年
生生  

かか
らら
二二
年年
生生
にに
ババ
トト
ンン
をを
上上
手手
にに
渡渡
そそ
うう  

とと
、、
いい
いい
意意
味味
のの
緊緊
張張
感感
がが
漂漂
っっ
てて
いい
まま  

すす
。。  

  
  

子子
どど
もも
達達
にに
とと
っっ
てて
、、
小小
規規
模模
校校
でで
ああ  

るる
がが
故故
のの
忙忙
しし
ささ
はは
ああ
るる
もも
のの
のの
、、
日日
々々  

のの
活活
動動
やや
行行
事事
はは
、、
意意
義義
のの
大大
きき
いい
もも
のの  

でで
ああ
るる
とと
言言
いい
切切
るる
存存
在在
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

  
  

私私
にに
はは
、、
代代
々々
、、
先先
輩輩
たた
ちち
がが
紡紡
いい
でで  

きき
たた
もも
のの
をを
守守
るる
にに
留留
まま
らら
ずず
、、
よよ
りり
良良  

くく
しし
てて
いい
ここ
うう
とと
すす
るる
、、
子子
どど
もも
達達
のの
思思  

いい
がが
伝伝
わわ
っっ
てて
きき
まま
すす
。。  

  
  

ささ
てて
、、
中中
学学
生生
とと
いい
うう
多多
感感
なな
時時
期期
、、  

              
  

寒寒
ささ
をを
吹吹
きき
飛飛
ばば
すす
熱熱
戦戦
！！  

～～  

スス
ーー
パパ
ーー
カカ
ッッ
ププ
開開
催催  

～～  

  

新新
たた
なな
歴歴
史史
をを
創創
造造
すす
るる
！！  

～～  

後後
期期
生生
徒徒
会会
活活
動動
開開
始始  

～～  

平平 成成 ２２ ５５ 年年 １１ ２２ 月月 １１ 日日 発発 行行   

十十
月月
三三
十十
日日
（（
水水
））
～～
十十
一一
月月
二二
十十
日日
（（
水水
））
にに
かか
けけ
てて
、、

昼昼
休休
みみ
をを
利利
用用
しし
たた
フフ
ッッ
トト
ササ
ルル
大大
会会
「「
スス
ーー
パパ
ーー
カカ
ッッ
ププ
」」

をを
開開
催催
しし
まま
しし
たた
。。
各各
学学
年年
のの
生生
徒徒
やや
教教
員員
がが
チチ
ーー
ムム
をを
結結

成成
しし
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
がが
優優
勝勝
をを
目目
指指
しし
てて
寒寒
ささ
にに
負負
けけ
なな
いい
熱熱

戦戦
をを
繰繰
りり
広広
げげ
まま
しし
たた
。。
ココ
ーー
トト
外外
でで
はは
応応
援援
のの
生生
徒徒
もも
大大  

勢勢
集集
まま
りり
、、
学学
校校
がが
持持
つつ
大大
きき
なな
エエ
ネネ

ルル
ギギ
ーー
をを
感感
じじ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。  

大大
会会
をを
通通
しし
てて
、、
競競
技技
をを
おお
ここ
なな
うう

生生
徒徒
やや
応応
援援
をを
すす
るる
生生
徒徒
、、
そそ
しし
てて
、、

大大
会会
をを
運運
営営
すす
るる
生生
徒徒
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
がが
自自

らら
のの
力力
をを
発発
揮揮
しし
、、
学学
年年
をを
超超
ええ
てて
大大

会会
をを
盛盛
りり
上上
げげ
るる
姿姿
勢勢
がが
見見
らら
れれ
まま
しし

たた
。。  

十十
月月
三三
十十
一一
日日
（（
木木
））
にに
生生
徒徒

会会
本本
部部
役役
員員
選選
挙挙
がが
行行
わわ
れれ
まま

しし
たた
。。
会会
長長
にに
はは
岩岩
澤澤
拓拓
生生
ささ
んん

（（
２２
年年
））、、
副副
会会
長長
にに
はは
山山
口口
莉莉

奈奈
ささ
んん
（（
２２
年年
））
とと
今今
野野
巴巴
那那
ささ

んん
（（
１１
年年
））
がが
選選
出出
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

まま
たた
、、
十十
一一
月月
六六
日日
（（
水水
））
のの
学学

校校
朝朝
会会
でで
、、
書書
記記
とと
しし
てて
平平
田田
萌萌

夏夏
ささ
んん
（（
２２
年年
））
とと
佐佐
藤藤
志志
織織
ささ

んん
（（
１１
年年
））
がが
、、
会会
計計
とと
しし
てて
大大  

矢矢
竜竜
大大
ささ
んん
（（
２２
年年
））
とと
後後
藤藤
幹幹
太太
ささ
んん
（（
１１
年年
））

がが
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
任任
命命
ささ
れれ
、、
正正
式式
にに
後後
期期
生生
徒徒
会会
本本
部部

役役
員員
がが
組組
織織
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
各各
専専
門門
委委
員員
会会
もも
新新
しし

いい
メメ
ンン
ババ
ーー
がが
決決
まま
りり
、、
後後
期期
のの
生生
徒徒
会会
活活
動動
がが
本本

格格
的的
にに
始始
動動
しし
まま
しし
たた
。。  

後後
期期
かか
らら
はは
三三
年年
生生
かか
らら
ババ
トト
ンン
をを
受受
けけ
継継
ぎぎ
、、

二二
年年
生生
がが
生生
徒徒
会会
をを
引引
っっ
張張
っっ
てて
いい
くく
中中
心心
とと
なな
りり

まま
すす
。。
今今
まま
でで
のの
先先
輩輩
がが
築築
きき
上上
げげ
たた
緑緑
中中
学学
校校
のの

伝伝
統統
をを
守守
るる
とと
とと
もも
にに
、、
ささ
らら
にに
よよ
りり
よよ
いい
学学
校校
をを

目目
指指
しし
てて
いい
くく
たた
めめ
にに
、、
「「
新新
たた
なな
歴歴
史史
をを
創創
造造
すす

るる
」」
意意
識識
をを
もも
っっ
てて
活活
動動
にに
取取
りり
組組
んん
でで
いい
まま
すす
。。

そそ
のの
取取
りり
組組
みみ
のの
一一
つつ
とと
しし
てて
、、
後後
期期
かか
らら
評評
議議
委委

員員
会会
をを
定定
例例
化化
しし
、、生生
徒徒
会会
本本
部部
役役
員員
やや
学学
級級
委委
員員
、、

専専
門門
委委
員員
会会
のの
委委
員員
長長
がが
そそ
ろろ
っっ
てて
話話
しし
合合
うう
場場
がが

設設
定定
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
おお
互互
いい
のの
活活
動動
にに
つつ
いい
てて
活活
発発

にに
討討
論論
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
かか
らら
のの
緑緑
中中
学学
校校

にに
つつ
いい
てて
真真
剣剣
にに
考考
ええ
、、
ささ
らら
にに
よよ
りり
よよ
いい
学学
校校
にに

すす
るる
たた
めめ
にに
、、
自自
分分
のの
役役
割割
をを
自自
覚覚
しし
、、
おお
互互
いい
にに

協協
力力
しし
合合
いい
なな
がが
らら
、、
生生
徒徒
会会
活活
動動
をを
活活
発発
化化
ささ
せせ

てて
いい
っっ
てて
くく
れれ
るる
ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
。。  

緑緑
樹樹  

  

  


